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Q利用者の皆さんの反応は？
A利用者の皆さんは人生の先輩方なので、こちらに合わせてくれるところもあります。
今までのボランティアの方と同じように、変わらず受け入れてくれています。

Qこれから活動を始めようと思っている方へ、メッセージをお願いします。
A介護保険の施設は、利用している方はご存知だと思いますが、どのような施設かまっ
たく分からないという方も多いと思います。施設はこういうところなんだ、というこ
とを知ってもらうためにも、多くの方に参加していただけたらと思います。

Qお裾分けクラブを知ったきっかけは？
A退職して時間ができたので、何かないかな、ということで広
報を見ていて募集記事をみつけました。所属している傾聴ボ
ランティアでも話がありましたし、「お裾分け」ということで、
参加することで自分にもプラスになることがあるんじゃない
かと思ったので。最終的には、傾聴ボランティアの友達に一
緒にやらないかと誘われたのが決め手になりました。

Q実際に、どのような活動をされていますか？
Aお茶出しや、手芸を一緒にしたりしながら、話し相手になっ
ていることが多いです。

Q参加を迷っている人や、初めてこの活動を知った方などへの
メッセージをお願いします。

A説明や文章だけではわからないこともあると思います。ぜひ
一度、体験してみたらいかがですか。得るものは大きいと思
いますよ。
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　誰もが認知症について正しい知識を持ち、認知症の人や家族を温かく見守り、支援できるように
するため、認知症サポーター養成講座を開催します。
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。
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。
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介
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５
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。
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。
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友
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す
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。
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。

▼
日
時　
10
月
２
日
㈬
10
時
～
12
時

（
９
時
30
分
受
け
付
け
開
始
）

▼
会
場　
市
役
所
４
０
１
会
議
室

▼
対
象　
市
内
在
住
の
方

▼
定
員　
先
着
１
０
０
人

▼
講
師　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
（
高

齢
介
護
課
・
健
康
づ
く
り
課
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
）

▼
申
し
込
み　
９
月
17
日
㈫
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
高
齢
介
護
課
へ
。

▼
そ
の
他　
講
座
修
了
後
、
認
知
症
を

支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と
し

て
、「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
（
写
真
左
）」

を
進
呈
し
ま
す
。　

クラブ員にインタビュー

募集

Q参加した方の様子は？
A施設の利用者さんの名前
など、初めは覚えること
も多く、緊張していたよ
うでしたが、今ではすっ
かり溶け込んで、皆さん

と笑顔でお話しされていたりするので、とても
なじんでいらっしゃるな、という印象です。

事業者に
インタビュー

霜鳥佐知子さん

国分寺台ケアセンター
社会福祉協議会在宅支援課
石井さん


